
6 第1章　これでスッキリ！RISC-Vを取り巻く現状

1．現在のプロセッサが抱える問題点

　まずはRISC-Vが注目される理由を整理してみま
す．ムーアの法則の終わり，ドメイン固有（ドメイン
特化） アーキテクチャへの関心の高まり，（最先端プ
ロセスでなければ）ASIC試作コストの低下など，
ASIC化を視野に入れたオープンなISAの重要性が高
まっていることが挙げられます．これらは結びついて
いるので順に説明します．
● ムーアの法則の本格的な終わり
　ムーアの法則が終わりつつあり注1，半導体プロセス
のスケーリング速度が低下しています．単位体積当た
りの熱容量増加とリーク電流の増加により，ムーアの
法則と併せて重要であったデナード則によるMOSFET
の小型化による性能向上も，先端半導体製造プロセス
では果たせなくなっています．
　この10年ほどは処理ターゲットに応じたアーキテ
クチャの選択がより重要になっています．マルチコア
構成CPUや，並列処理に向いたGPUの特に近年の機
械学習向けの台頭，そして本誌のメイン・トピックで
あるFPGAの活用範囲が広がっています．
● ドメイン固有アーキテクチャへの関心
　Microsoft社のCatapultと，Google社のTPUは，ニュー 
ラル・ネットワーク処理に特化した専用ユニット（前
者はサーバのNW高速化も含む）の開発と，実サービ
ス環境への適用という点で世間を騒がせました．両者
は実現方法こそFPGAとASICという大きな違いがあ
りますが，いずれも汎用計算ユニットではなく，特定
の計算に特化した演算ユニットです．
　RISCの概念の提唱者であり，RISC-Vの設計者にも

　RISC-Vは，カリフォルニア大学バークレー校に
よって設計され，RISC-V財団によってメンテナンス
されているオープンなISA（命令セット・アーキテク
チャ）です．マイクロコントローラからハイパフォー
マンスなサーバまでの幅広い用途でオープンな業界標
準のISAになることを目指しています（図1）．
　2016年7月のソフトバンクによるARM社の買収以
降，RISC-VがARMの各アーキテクチャに対する代
替という文脈で語られることが増えました．しかし，
これはRISC-V のごく一部の面しか捉えていません．
　ここでは「なぜOpenRISCやMIPSではなく，新た
なISAが必要だったのか」というRISC-Vの成り立ち
から，現在のソフトウェアのサポート状況，FPGAで
利用できる各種コアなどについて幅広く紹介します．
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　これまでにも数多くのオープンソースCPUが登場していますが，RISC-VはGoogleやIBMなどが推しているこ
ともあり，より注目度は高いようです．RISC-Vは既存のオープンなCPUの問題点を踏まえ，今後オープンで標準
たりうる汎用命令セット・アーキテクチャが決められています．ここではRISC-Vを取り巻くさまざまな状況を整
理してみます．

全体像を整理する

図1　RISC-Vホームページ
https://riscv.org/

注1：「ムーアの法則は終わった」NVIDIA社のCEOが言及，EE 
T i m e s  J a p a n ,  h t t p : / / e e t i m e s . j p / e e /
articles/1706/05/news053.html


